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＜整備効果（速報）＞ 

１．観光活性化への寄与 

・一般国道１号・２５号を経由していた交通(伊勢関ＩＣ利用)の一部が新名神高速道路に転換し、京阪神や滋賀から

新名神高速道路を経由して伊勢･鳥羽･志摩方面に行く休日交通は約 5,100 台/日でした。また、京阪神や滋賀か

らの休日交通は前年と比較すると約 2,700 台/日増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：新名神開通前：平成 19年 3月 1日(木)～平成 19年 3月 31日(土)の土曜日・日曜日・祝日 

新名神開通後：平成 20年 3月 1日(土)～平成 20年 3月 31日(月)の土曜日・日曜日・祝日 
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※出入交通量は、平成２０年３月１日（土）から平成２０年３月３１日（月）までの日平均出入交通量データを記載 

※観光入り込み客数は、新名神開通前：平成１９年３月・４月の月平均入り込み客数 
                新名神開通後：平成２０年３月・４月の月平均入り込み客数 

・新名神高速道路開通区間の沿線観光施設の入り込み客数が増加傾向にあることが確認されました。 

・新名神高速道路沿線地域（信楽IC、甲賀土山IC）は、関西圏以西及び中部圏以東からの利用が多く、新名神高速道路を利用し

た広域的な交流が活発化しています。 

△減少 ＋増加 

約7%増加 約15%増加



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．一般道路の走行環境の改善 
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・新名神高速道路の開通を契機に、２路線２０便の高速バスが新設され、８路線４７便の高速バスがルートを変更（増便含

む）して、新名神高速道路を経由していることが確認されています。新名神高速道路を利用した広域的な交流が活発化し

ています。 

※新名神開通前：高速バス時刻表2007 秋・冬号データ 

※新名神開通後：ＮＥＸＣＯ西日本調べ（バス会社への電話ヒアリング） 

※名神 草津ＪＣＴ～瀬田東ＪＣＴを通過する高速バス路線を対象とする。 

 ただし、大阪・京都⇔新潟、大阪⇔高山、京都⇔岐阜県内の路線を除く 

新名神ルートの方が、時間短縮、燃料経費

の節減に効果があります。また、運転手か

らは走行性がよく、快適であると聞いてお

り、お客様へのサービス向上にも繋がって

いることがわかりました。 
（Ａバス会社） 

・新名神高速道路に並行する一般国道１号（滋賀県内）では、著しかった渋滞・混雑が概ね解消されました。 

・一般国道での亀山市役所～草津市役所間（約 60km）の所要時間は、開通前に比べて約３０分短縮されて

いることが確認されました。 

  

名神 

新名神 

※１ 所要時間は、実走による計測値。（実走とは、周辺の交通の流れに沿って走行すること） 

※２ 新名神開通直前は、平成２０年２月１９日（火）、２月２１日（木）の平均値 

※３ 新名神開通約３ヶ月後は、平成２０年５月２８日（水） 

※ 資料：（財）日本道路交通情報センター「渋滞情

報」の平成19年4月版及び平成20年4月版

に基づき集計 

※ 渋滞は時速 10km 以下とし、混雑は時速 10～

20km としている 

※ 渋滞・混雑時間（分／日）は、１ヶ月間のデータ

を１日当たりで平均したもの 
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新名神利用 
約１８％ 

（便数/日） 

約９％増加 
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３．名神高速道路の代替機能の発揮 

・２００８年４月７日（月）明け方に、名神高速道路の関ヶ原IC付近の上り線で事故が発生し、大垣IC～関ヶ原IC間が

6:50～13:00 の約６時間にわたり通行止めになりました。 

・通行止めの間、名神高速道路では約５千台の交通量が減少した一方で、新名神高速道路では、約１千台の交通

量が増加しており、最大約２百台／時間の交通が迂回したものと推測されます。 
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※交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

時間帯別区間交通量




